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核燃料サイクルの重要な構成要素の1つである

ウラン濃縮法のうち，現在実用化段階にあるのは
ガス拡散法と遠心分離法であるが，今後レーザー

法， 化学交換法などの新しい濃館法の実用化が期

待される。

2 実用化段隋の濃纏法

現在すでに実用化されている濃縮法には， ガ

ス拡散法と遠心分離法がある。

(1) ガス拡散法

最初に実用化された濃縮法で，米国エネルギー
省， ユー ロディフ（フランス含め 5 カ国）等の濃

縮工場で採用されており，浜岡1, 2 および 3 号

炉をはじめとする商業炉に供給されるほとんどす
べての濃縮ウランは，この方法によるものである。
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第1園 ガス拡散法の原運

ガス拡散法は，第1図に示すとおり，六ふっ化ゥ

ラン (UFs) ガスをその平絢自由行程（約300A)

より小さな無数の細孔を有する隔膜を通して流し
た場合，通過する成分は軽い同位元素が重い同位
元素よりもやや多くなることを利用したもので，

原理が簡単で実証された技術であるが，技術的に

は改良の余地が少なく， また分離係数が小さいの
で， 低濃縮ウランを製造するためには， 約 1,000

段のカスケードが必要であり， 消費電力が大きい

という欠点がある。

(2) 遠心分離法

第2図に示すとおり， 同位体の質量による遠心
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第2園 遺心分離法の属遷

カの違いを利用した方法で， 分離係数が大きく，
低濃縮ウランを得るのに必要なカスケード段数は
ガス拡散法の約�ioですむという利点がある。遠

心分離法の分離係数は，回転胴の周速とともに大

きくなるが，現在周速400m／秒程度の遠心分離機

の製作が可能といわれている。

遠心分離機の分離作業量は小さいので，多数の

遠心分離機が必要となるが， これらを周速400ml

秒という高速回転状態で数万時間も故障なく運転

することが不可欠であり， このような耐久性のあ

る遠心分離機を如何に安価に製造できるかが遠心
分離法の経済性のきめ手となる。

遠心分離法によるプラントは英，西独， オラン

ダ共同濃縮事業URENCOで既に運転中である。

また米国において現在建設中の次期濃縮プラント

(1986年生産開始予定）は，遠心分離法によるも

のであり，わが国で建設が予定されている国産濃
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